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平成18年3月期中間決算説明会Q&A概要
【計測器事業に関するQ&A】

Q1: 中間期の営業利益が７月の下方修正値から１０億円改善した理由と、通期の利益見通し
を下方修正する理由は何か？

A1: 中間期を分析すると、第１四半期は低調だったが、第２四半期で盛り返している。これ
は主に米国子会社製品のハンドヘルド計測器が好調だったことによる。通期の見通しに
は、携帯端末量産用の計測器需要の立ち上がりが遅れている市場環境を織り込んでい
る。

Q2: ネットテスト社（現Anritsu A/S）買収の業績に与える影響について
A2: Anritsu A/Sが下期から連結に加わる影響は、売上で＋５０億円、営業利益で△１０億

円を見込んでいる。現在の売上水準では営業損失が発生する状況にあり、Anritsu A/S
の経営構造改革とアンリツグループとの経営統合を並行して進めていく。なお、営業権
（連結調整勘定）は５８億円、これを９年間で均等償却する。下期の損益への影響額に
は、この償却費３億円を含めている。

Q3: ネットテスト社の来期以降の見通しについて
A3: 当下半期に実行する経営構造改革と経営統合により、償却費用も含めてブレイクイーブ

ンとなる体質に変革する方針であるが、具体的な数値は来期予算において詰める。

Q4: ネットテスト社の経営構造改革について、具体的な施策内容を知りたい。
A4: ネットテスト社は３つのビジネスユニットからなるが、あたかもそれぞれが独立した会

社組織として運営されているような状況にあり、効率的な運営の視点からはまだまだス
リム化の余地がある。また、アンリツグループとネットテストグループとの間の事業運
営体制の見直しや、販売組織の統合によって、アンリツグループ全体の効率的な運営体
制作りを2006年3月までに実施する。

Q5: 第３世代移動通信（３Ｇ）用計測器の今後の見通しは？
A5: 当中間期は、W-CDMA開発用の計測器の売上が期初の見通しに届かなかったが、これ

は、英国子会社で分担していたソフトウェア開発が遅れたことなどによる。現在は、日
英の組織を一体化させ、開発が円滑に進むよう体制を整えており、下半期には挽回が期
待できる。また、下期後半からは、cmda2000 Rev.A対応の計測器の売上も期待してい
る。

Q6: 光ＩＰネットワーク関連計測器について
A6: この分野は、ＩＴバブル崩壊後、長らく市場が冷え込んでいたが、いわゆるＦＴＴＨな

ど、各家庭まで光回線が引かれるようになり、また、この回線を通じて提供されるサー
ビスの拡大が期待されるなど、市場好転の兆しがでてきている。今後は、伸び率８％程
度の売上高の拡大を期待しているほか、新製品投入などによる収益改善も見込める。

Q7: 次世代ネットワーク（ＮＧＮ）についてはどう考えているか？
A7: ＩＰ技術によって有線通信と無線通信が融合するＮＧＮにより、提供可能となるサービ

スは大幅に拡大する。当社には、ネットワークを流れるデータを計測するＩＰテスタな
どの計測器群や、基地局間のネットワークを計測するワイヤレス計測器群は充実してい
るが、今後のＮＧＮ関連市場においては、ソフトウェアによるシステム構築力が重要と
なってくる。ネットテスト社の買収の主目的はここにあり、事業領域の拡大だけでな
く、この点でもシナジーが期待できる。

【計測器事業以外に関するQ&A】
Q8: 情報通信機器事業の営業赤字が拡大する見通しだが、どのように対処するのか？
A8: 当事業が不採算に陥っている原因は主に２つある。それは官公需向けの道路情報システ

ムなどの原価率の悪化と、新規プロジェクトであるピュアフロー製品群の開発費負担増
である。今後は、事業構造の見直しを2006年3月までに大胆に進める。
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